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住友金属工業株式会社



本資料で記述されている業績予想並びに将来
予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当
社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不
確実性が含まれています。

そのため様々な要因の変化により、実際の業績
は記述されている将来見通しとは異なる結果と
なる可能性があることをご承知おき下さい。
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本日の内容本日の内容

本計画の位置付けと当社の目指す方向

差別化の加速

見えない資産を磨く

堅固な事業基盤の構築

財務計画

住友の事業精神



20062006 20082008 20152015

本計画の位置付けと
当社の目指す方向
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堅固な事業
基盤確立

ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞの
差別化加速

高炉一貫

高度成長

創 業

本計画の位置付け本計画の位置付け

終 戦終終 戦戦

1897 住友伸銅場／1901住友鋳鋼場

1912 民間初の冷間シームレス製造

鉄冷え,多角化の拡大と縮小,平成不況鉄冷え鉄冷え,,多角化の拡大と縮小多角化の拡大と縮小,,平成不況平成不況

中期経営計画
(02-05)2005 薄板構造改革完成

2004 鹿島新高炉火入れ

2005 ２年連続最高益更新

中期経営計画
(06-08)１０年後を見据えて

1953 小倉製鉄所発足／1956 鉄鋼長期計画策定

1961 和歌山1高炉火入／1968 鹿島製鉄所発足

1972 全国粗鋼ピーク 従業員３万２千名

1974 シームレスブーム 単独申告所得日本一

1949 新扶桑金属工業㈱＜現 住友金属工業㈱＞設立
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成長に向けた堅固な事業基盤の確立成長に向けた堅固な事業基盤の確立

９３ ９９ ０２

経常
利益

０２ ０５ ０８

過去の収益
変動レンジ

目指す収益と変動レンジ

今次中期(06-08)

戦略的なポジショニング

による差別化を加速

将来の競合激化に備え

事業基盤を強化

前中期 (02-05)

鉄鋼事業の構造改革

選択と集中

過大な借入金の削減
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今次中期経営計画の基本方針今次中期経営計画の基本方針

「質重視」による企業価値の「質重視」による企業価値の「質重視」による企業価値の
持続的向上を目指す持続的向上を目指す持続的向上を目指す

ステークホルダーの皆様からステークホルダーの皆様からステークホルダーの皆様から
「信「信「信頼される会社」へ頼される会社」へ頼される会社」へ
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経営資産の「質」を重視
各資産のバランスある成長

企業価値の構造企業価値の構造

金融資産

物的資産

人的資産

顧客資産

技術資産

組織資産



9

企業価値の向上に向けて企業価値の向上に向けて

３社アライアンス深化
株主様との
リレーションシップ充実

金融資産物的資産

人的資産

顧客資産

技術資産

組織資産

製鉄所競争力強化 強固な財務体質

要素技術の選択と集中「強い現場」

長期安定的な相互信頼
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成長の方向成長の方向

やらないこと

規模の拡大のみを
追求する

見える資産の拡大＝規模の成長

見
え
な
い
資
産
の
拡
大
＝

質
の
成
長

「質」と「規模」
のバランス重視

やること
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12.3%

12.3%

15.4%

12.9%

20.6%

20.9%

11.1%

65

75

85

95

0 10 20 30 40 50 60 70

千円／ｔ

百万㌧/年

販
　
売
　
単
　
価

粗鋼生産量05／10－12実績 球のサイズ＝営業利益率

Ａ社

B社

C社

ステンレスを含む

成長の方向成長の方向

規模の追求

差
別

化
の

加
速



20062006 20082008 20152015

差別化の加速差別化の加速
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市場構造の変化市場構造の変化

中国鉄鋼需要急増 汎用薄板の需給変化
中高級薄板

での需給変化

シームレスパイプ

特殊鋼

高グレード厚板

薄板中高級品

薄板汎用品

中低級鋼材

交通産機品

過去 現在 将来

＊競合度

少ない少ない 激しい

鉄鋼需給想定

コア利益／連結営業利益

＜０５＞ ７０％→＜０８＞８０％

当社が差別性を有し、汎用品
需給影響が殆ど無い部分
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０２ ０５ ０８

当社「コア利益」の推移当社「コア利益」の推移

時系列

収
益

時系列

収
益

比率＝コア営業利益／連結営業利益

シームレスパイプ
需給構造の変革

和歌山熱延ミルの
鹿島への統合

差別化の加速

選択と集中

70%
80%
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住金らしさの追求住金らしさの追求
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当社の鉄鋼ビジネススタイル当社の鉄鋼ビジネススタイル

素材販売

Before 
Service

After 
Service

従来の鉄鋼ビジネス

Before 
Service

After 
Service

素材
販売

利
用
技
術
提
供

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供

Before 
Service

After 
Service

素材
販売

当社が目指す鉄鋼ビジネス当社が目指す鉄鋼ビジネス
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顧客の高級油井管増量要望への対応
→ 最先端商品化投資の実施

シームレスパイプシームレスパイプ

ハイエンド化推進による更なる差別化と
オイルメジャーとのSCM強化

０５ ０８

シームレスパイプ販売量

110万㌧ 120万㌧

油井管

ライン
パイプ他 顧

客
か
ら
の

供
給
要
望
量

圧倒的優位性

エネルギー分野

現在のポジション

差別化の加速

No.1ブランド
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厚厚 板板

「高強度・高靭性・高寿命」 差別化の推進

エネルギー専門営業チーム発足による顧客対応強化

技術開発力・鋼管事業
を含めた総合力での優位性

エネルギー分野

現在のポジション

差別化の加速

100

 130150

250

０５ ０８

東アジアの厚板グレード別
需給ギャップ(当社推定　万㌧/年）

余剰　汎用品

不足　ハイエンド品

ハイエンド厚板増加対応

→ 加熱炉・水冷設備増強投資の実施
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顧客満足度向上の観点でのコイルセンターネットワーク強化

品種構成ハイエンド化

薄薄 板板

和歌山・鹿島 熱延ミル統合
効果による、常時フル操業
体制に裏打ちされたダウン
サイドに強い安定収益体質

自動車分野

現在のポジション

差別化の加速

自動車 電機
他
紐
付

市
況
品

０５

０８

当社薄板受注構成

50%

60%

顧客深度向上投資
→ 新CGL、新酸洗の立上げ

顧客深度＝当社がシェア１位・２位を占める顧客の比率
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→ 製鋼プロセス革新投資の実施

特殊鋼特殊鋼

高機能鋼及び高清浄度鋼対応を推進

日系メーカーの海外展開を支援

３０年来自動車分野に資源集中し
た結果としての豊富な技術蓄積に
よる競争力

自動車分野

現在のポジション

差別化の加速

89%

75%

92%

80%

鋼種

分野

鋼種

分野

住金小倉  生産構成

特殊鋼

自動車

０５

０８

特殊鋼

自動車

普
通
鋼

その他

普
通
鋼

その他



21

０５ ０８

630万本
７30万本

当社グループ
クランクシャフト生産体制

国内

米国

中国

クランクシャフトクランクシャフト

自動車メーカーの現地生産増加に対応した
海外事業の拡大

グローバルシェア１０％

エンジンの高機能化に応える
設計能力

自動車分野

現在のポジション

差別化の加速

→ 中国 恵州住金 第２プレスライン投資の実施

→ 米国 ICI 第３プレスライン投資の実施

→ アセアン 供給体制検討

０５ ０８ ０９～

国内

米国

中国

630万本

当社グループ
クランクシャフト生産体制

ｱｾｱﾝ730万本

880万本
＋アセアン
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鉄道車両品鉄道車両品

東アジア車両マーケットの伸びを確実にフォロー

北米向け車輪輸出の拡大

国内 車輪・車軸 100%（1位）

現在のポジション

差別化の加速

０５ ０８

ＪＲ新幹線

ＪＲ在来線

私鉄・公営

中国・台湾高速車両

鉄道新車需要予測（指数）

１００
１１５

→ 車輪増産対応投資の実施

連結器 80% （１位）

駆動装置 60% （１位）

台 車 25% （１位）

最先端の鉄道高速化対応技術

シェア

→ 大型シミュレーション設備の導入



20062006 20082008 20152015

見えない資産を磨く
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18 20 25 30 35 40 45 50 55 60 64

再雇用者

キャリア採用者

新卒者

現役者

05年度構成

２０１５年度の当社人員構成のイメージ

人的資産の強化人的資産の強化

優秀な人材を継続的に採用可能な魅力ある企業

少子高齢化社会 大量の定年退職者

グループ内重大災害の撲滅
安全成績高炉トップの維持

人材市場の変化に対応した
採用ソースの多様化

「総技能度」管理による
強い現場の維持向上



25

総技能度向上計画総技能度向上計画

92

96

100

104

03 04 05 06 07 08

年度

鹿島製鉄所「総技能度」シミュレーション

03を100とした指数

再雇用＋新人採用他の組合せ

新人採用のみ

要員補充無し

従来施策での
個人技能度の推移

目標とする個人技能度技能度

勤続年数

個人技能度底上げと新人早期戦力化

技能度
底上げ

早
期
戦
力
化

質的側面
職場技能度ＭＡＰを
用いた長期視点での

必要技能の習得

教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・手法・時間・人

量的側面

再雇用者の積極活用

多様なソースからの
人材確保

教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実
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技術資産の強化技術資産の強化

要素技術の
選択と集中

外部研究
資源活用
の強化

研究者の
集中投入

オリジナル
研究設備の

導入

顧客評価ＮＯ．１

強いところをより強く

アウトプットパワー増加
＋１０％（05→08)

研究開発費＋２０％
（前中期期間対比）
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株主様とのリレーションシップの充実株主様とのリレーションシップの充実

業績予想の早期化と開示内容・方法の充実

四半期決算ごとに、業績予想を開示

事業活動に関するトピック等の開示を充実

製鉄所における個人株主様向け説明会・見学会開催

安定配当の継続

ガバナンス強化

取締役任期を１年間にし、株主様による取締役に

対するガバナンスを強化
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買収提案に関する当社対応ルールの明確化買収提案に関する当社対応ルールの明確化

株主様が比較判断できるための十分な情報の提供と時間を確保

提案評価に必要な情報提供

検討期間と交渉機会提供

買収者が規定プロセスを経た場合買収者が規定プロセスを経た場合

当社経営陣より買収提案に対する意見
表明／対案としての経営計画等の表示

株主様が買収提案に応じるか否か判断

買収者が規定プロセスを経ない場合買収者が規定プロセスを経ない場合

取締役会決議により対抗措置発動

買収提案に関する当社対応ルール

議決権２０％以上の取得を
意図する買収者が経るべき
買収プロセスを株主総会決議
を経て規定
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グループ会社等の事業統合

和歌山熱延ミルの鹿島統合に合わせた両社からの熱延コイル供給

和歌山製鉄所 鉄源設備の共同利用

資本提携

３社アライアンスの深化３社アライアンスの深化

技術提携

製銑分野における相互技術供与

資本市場の変化への対応

他者による買収提案時の対応に関する３社共同検討

の覚書締結

新日本製鐵㈱殿、㈱神戸製鋼所殿との間で
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海外アライアンスパートナー海外アライアンスパートナー

和歌山製鉄所上工程合弁事業

技術交流

薄板技術提携

ﾊｲﾃﾝ製品の共同開発・共通ｶﾀﾛｸﾞ作成、

Global EVI(Early Vender Involvement)

特殊鋼棒鋼技術提携： 快削鋼等共同商品開発、技術交流

中国 ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ合弁事業、原料輸送提携

鉛フリー鋼技術供与、日系需要家サポート

油井管技術協力、米国油井管加工合弁事業

CSC

CORUS

VALLOUREC

Thyssen 
Krupp

TIMKEN



20062006 20082008 20152015

堅固な事業基盤の構築
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製鉄所競争力基盤の徹底強化製鉄所競争力基盤の徹底強化

第３高炉改修 290億円

新ＣＧＬ 250億円

鹿島 「800万㌧体制 常時フル操業 世界トップレベルのコスト・品質競争力」

ﾊｲｴﾝﾄﾞ厚板拡大 70億円

ＩＰＰ 570億円

800万㌧体制

自動車薄板強化

エネルギー分野比率拡大

安定収益源

05 06 07 08

上工程更新
1600億円

ｼｰﾑﾚｽ増強 400億円

和歌山 「Ｎｏ．１ブランドのシームレスと長期契約スラブによる常時フル操業」

地域環境保全

2010 450万㌧体制

コークス炉移設他

最先端商品化

製鋼プロセス革新 200億円

住金小倉 「特殊鋼最強の小倉ブランド確立」

特殊鋼品質・コスト競争力強化
2010

投資総額



新１高炉

新コークス炉

焼結機増強

圧倒的優位なNo.1ブランド

高級シームレスパイプ供給
基地として将来にわたる

事業基盤を確立

圧倒的優位なNo.1ブランド

高級シームレスパイプ供給
基地として将来にわたる

事業基盤を確立

和歌山製鉄所上工程更新と地域環境保全和歌山製鉄所上工程更新と地域環境保全

地域と共に栄える製鉄所
として環境対策を更に強化

地域と共に栄える製鉄所
として環境対策を更に強化

33



20062006 20082008 20152015

財務計画
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45%程度32.8%程度株主資本比率

0.6程度0.99程度D/Eレシオ

13%程度13.8%程度ROA

99% 6,800程度

112%

6,900程度借入金

10,700程度154%6,960程度株主資本

23,800程度21,200程度総資産

2,900程度112%2,600程度経常利益

1,800程度

3,000程度

16,200程度

08年度計画

89%

104%

106%

2,880程度営業利益

2,030程度当期利益

15,300程度売上高

05年度見通し億円

中期経営計画における連結財務指標中期経営計画における連結財務指標
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800

300

200

2,900
程度

2,600
程度

▲300

▲300

▲400

単位：億円

ハイエンド化
推進

コスト
合理化

０５年度見込 　　０８年度計画

グループ会社
改善他

ﾀﾞｳﾝｻｲﾄﾞ
リスク

固定費増

05
評価益

連結経常利益増減の内訳連結経常利益増減の内訳
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０６～０８０３～０５

600 500

3,200
4,800

300

2,900

900
7,300

100

500

金利

投融資等

借入金返済

配当

税

３ヵ年連結キャッシュフローと使途３ヵ年連結キャッシュフローと使途

営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
税
前
）

９,２００億円

資
産
売
却
他

３,９００億円

8,000億円

営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

（
税
前
）



20062006 20082008 20152015
住友の事業精神住友の事業精神
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住友の事業精神住友の事業精神

商買信用 別子植林

コンプライアンス、ガバナンス重視

事業永続性重視時節に応じた
事業の柔軟性

顧客重視 環境経営

産業重視、公益重視

事業変遷、
企図理財得失、

弛張興廃

事業万世不朽

政令遵奉、家則確守



「質重視」による企業価値の「質重視」による企業価値の「質重視」による企業価値の
持続的向上を目指す持続的向上を目指す持続的向上を目指す

ステークホルダーの皆様からステークホルダーの皆様からステークホルダーの皆様から
「信「信「信頼される会社」へ頼される会社」へ頼される会社」へ


